
                                                        

 

 

 

日時： 平成１９年６月１６日（土） １３：３０～１６：３０  受付開始１２：４５ 

場所： 名古屋大学大幸キャンパス 東館 大講義室 

主催： 小児在宅ケア研究会 

 

（総会 13：00～13：20） 

 

開会の挨拶 

 

【研究・活動報告】13：30～14：30                      座長  中川の郷療育センター     大須賀 美智 

静岡県東部健康福祉センター 櫻井 郁巳 

 

１．在宅ケアを必要とする児の母親の養育姿勢の特徴と社会資源活用の現状  

                                元名古屋大学医学部保健学科   青山 沙織 

                                  名古屋大学医学部保健学科       奈良間 美保 

羽島市医師会訪問看護ステーション 小川  絵麻，花村 弘美 

 

２．てんかんをもつ学童期の子どもと学校生活 

                                  藤田保健衛生大学  大西 文子  

 

３．医療的ケアを要する子どもの支援のための教育・研修のニーズ 

－担任教諭・養護教諭・看護師・保健師を対象にした調査の結果より― 

      名古屋大学大学院医学系研究科   田中 千代 

                                  名古屋大学医学部保健学科      奈良間 美保，村上 泰子 

                                  京都橘大学看護学部            堀 妙子 

                                  名古屋大学大学院医学系研究科  齊藤 麻子，松永 侑美 

 

休憩 14：30～14：40 

 

 

【活動報告】 14：40～15：20                    座長 京都橘大学 堀 妙子 

 

  ４．事例検討を通して学んだこと、考えたこと～現在の取り組み～ 

                                 千葉県こども病院 ４階西病棟 杉本 智美 

 

５．病棟における「在宅係」としての取り組み－家族ケアについて意識を高める 

                              大阪府立母子保健総合医療センター ４階東棟  

上吹越 肖美，藤川 さつき，三ツ谷 久仁子，福地 朋子，森山浩子 

 

休憩 15：20～15：30 

 

【講演】 15：30～16：30                    座長 名古屋大学医学部保健学科      奈良間 美保 

「当院における小児在宅医療の経験」	 

 船戸クリニック院長  船戸 崇史	 先生	 

 

閉会の挨拶 

第３回小児在宅ケア研究会 プログラム  


